
校長 安藤 晋哉

創立７７周年を迎える本校。新１年生291人と転入職員18人を迎え、令和５年度が始まりました。

これまで築き上げられた素晴らしい伝統や歴史を踏まえつつ、これからの未来を生き抜き、自己実現

と社会に貢献することができる子どもたちの育成をめざし、生徒・教職員をはじめ、保護者・地域の

方々のご理解とご協力により、本校の学校教育目標の達成に向けて取り組んで行きます。

本校の誇れる点と重点課題、めざす生徒像・教職員像は以下のとおりです。

※ 生徒たちには「自ら考え、判断し、行動する」ように促します。自己決定させ、
挑戦させることで自信をつけさせます。万一、失敗しても、失敗から学び、やり
直させることで成長に導きます。また、失敗を受け入れる雰囲気を学校全体に構
築していきます。

本年度、様々な教育活動を実践しますが、これらのことをしっかり意識し、課題解決に努めて参り

ますのでよろしくお願いします。

そこで、保護者や地域の方々にお願いがあります。

生徒たちがこれからの変化の激しい予測困難な社会をたくましく生き抜いていくために、中学校生活

では適度な不自由さの中で、耐性や規範意識を養い、自ら学び、考え、判断する力を身につけさせた

いと考えます。その際、学校、家庭、地域の大人たちは生徒たちの成長した姿（ある意味でのゴール）

を共有し、それぞれの立場で役割と責任を果たし、協働することがとても重要であると考えます。ぜ

ひ、重富中学校の生徒の姿を注目し、激励や適切なアドバイスなどの声かけをお願いします。
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令和５年度 重富中学校は何をめざすか

【誇れる点】
・ 素直で真面目な生徒
・ 生徒の成長を願う教職員集団
・ 熱心な生徒会活動（頼もしい生徒会役員）
・ 活発な部活動（全国大会等に数多く出場）

【重点課題】
⑴ 長期欠席者増加傾向 ← 環境への対応
⑵ 学力向上 ← 諸検査結果が下降傾向
⑶ 小中連携の強化 ← 実践事項の形骸化


